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ハンズ ・オン展示

左 ： 目の不自由な来館者も触って楽

しめる 「地球が造った景観と岩石 
−枕状溶岩の壁−」 の展示

右 ： 小さな子どもでも触れる位置にあ

る 「アンモナイトの壁」 の展示

奥
おく

野
の

花
か

代
よ

子
こ

（学芸員）

　「枕
まくらじょう

状溶
よ う が ん

岩の壁」 を含む、 地球が

造った景観と岩石の展示は、 地球内

部の熱エネルギ−放出による火山活動

や地震、 大気や流水のはたらきによる

風
ふ う か

化・浸
しんしょく

食作用や堆
たいせき

積作用などによっ

て造られた景観を示し、 地球誕生の

仕組みを表現しています。 
　「アンモナイトの壁」 の展示では、

およそ 1 億 7 千万年前の中生代ジュ

ラ紀中期に大繁栄したアンモナイトや

二枚貝などの化石が観察できます。

それらはイギリスのド−セット郡、 ブリッ

ドポ−トで採集された化石です。 

　この他、 隕
いんせき

石や岩石、 恐竜の足
あ し あ と

跡

化石、 板
ばんこん

根、 剥
はくせい

製の一部などにも触
さわ

ることができ、 観
み

て、 触って、 感じて、

考える 「ハンズ ・ オン展示」 として、

来館者に親しんでもらっています。      
　さらに、 展示解説や誘導 ・ 案内ボラ

ンティアの方々の協力で、 小さな子ど

もたちや目の不自由な来館者にも楽

しんでいただけるよう努めています。

　当館は “ユニバ−サル ・ ミュ−ジアム”

をキャッチフレ−ズに、 「誰にもやさし

い博物館」 を目指して取り組んでい

ます。
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瀬
せ

能
のう

　宏
ひろし

（学芸員）初声町三戸地区の谷戸の重要性

　京浜急行の三崎口駅を出て国道 134

号線を左へ進み、 三
み と

戸入口交差点を右

折してしばらく行くと、 左手に目を疑う光

景が広がっています。 かつて水田のあっ

た谷
や と

戸は面
おもかげ

影もなく、 完全に埋め立てら

れて赤い土がむき出しの広々とした造成

地に変
へんぼう

貌しています （図 1, 2）。 そして、

対照的なのがこの造成地の東側に広が

る緑の濃い谷です （図 3）。 造成地の東

の縁に沿った崖の上と谷の底では、 標

高差が数十メートルはあるでしょうか。 こ

こは三浦市初
は っ せ

声町
まち

三戸地区、 緑の濃い

谷は残存する谷戸で、 北川の源流域に

あたります。 谷戸の底部を流れる北川の

本流は、 崖の下で造成地の地下に潜り

込み、 長い暗
あんきょ

渠を通って造成地の西側

で地上に出ますが、 すぐに三面護
ご が ん

岸の

水路となって集落に入り、 最終的には相

模湾に注いでいます。この緑の濃い谷も、

いま、正に埋め立てられる寸前なのです。

　温暖な気候と相模湾を臨む風
ふ う こ う

光明
め い び

媚

な土地柄、 そして三浦半島南部の玄関

となる三崎口駅から近いことから、 真っ

先に開発される条件を揃えているとは言

え、 生物の多様性や保全についての認

識が高まりつつある昨今、 これだけの規

模の環境破壊が進められつつある現実

に呆
ぼうぜん

然としてしまいます。 この地区の開

発規模は、かつて湘南国際村建設によっ

て失われた自然環境に匹敵する規模と

言えばわかりやすいでしょうか。

　この北川源流域の谷戸は、 有名な 「小
こ

網
あ じ ろ

代の森」 とは尾根を挟んですぐ北側に

位置していますが、 小網代の森とは対照

的に、 その自然環境や生物相について

は、 これまでまったく注目されてきません

でした。 筆者は、 最近になってこの場所

が神奈川県内では希
け う

有な自然環境が残

されており、 保全上きわめて重要な地域

であるとの認識を持つようになりました。 こ

こではその理由を 3つに整理し、 広くそ

の保全の必要性を訴えたいと思います。

【理由 1】 絶滅危惧種の存在

　神奈川県レッドデータ生物調査報告書

2006で絶
ぜつめつ

滅危
き ぐ

惧 IA 類に指定されてい

るメダカ （図 4） や、 同書で準絶滅危

惧種に指定されたハゼ科のクロヨシノボリ

（図 5） といった魚類だけでなく、 昆虫で

は絶滅危惧 IB 類に指定されたヤンマ科

のサラサヤンマ （図 6） が生息していま

す。 神奈川県では酒匂川水系の用水路

に生息するメダカが唯一の在来個体群で

あるとして注目を集めてきましたが、 実は

北川とその周辺にもメダカが生息してい

ることが最近の調査でわかってきました。

この地域のメダカは、 「三浦めだか」 と

図 1　初声町三戸地区の谷戸の航空写真． 中央の南北に延びる直線上の崖から西側がすで

に埋め立てられ , 赤い表土がむき出しになっている． 崖よりも東側に広がる緑の濃い部分が北

川源流域． 南側に広がる緑の濃い部分が小網代の森． Google Earth より．

図 2　造成が進む谷戸の西側． 谷を埋め立てたことが想像できないほ

どに変貌している． 2007年 5月 26日 ,  瀬能 宏撮影．

図 3　ヨシが繁茂する谷戸の底部．底質には水がたっぷり含まれている．

2007年 5月 26日 ,  瀬能 宏撮影．
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呼ばれており、 2003年に発表された全

国的なメダカの遺伝子分析の研究では、

南日本集団の中でも東日本の太平洋岸

を中心に分布する遺伝子を持つことがわ

かっています。 また、 サラサヤンマは、

かつては隣接する小網代の森に多産しま

したが、 現在では遷
せ ん い

移による乾燥化が進

んだことで生息環境が悪化し、 個体数は

減少の一途を辿
たど

っています。 そのため、

現在では北川の個体群の重要性が急速

に高まりつつあります。 この地域の生物

相については、 魚類やトンボといった大

型で目立つもの以外は未調査のため、

情報がほとんどありません。 今後、 緻
ち み つ

密

な調査により、 保全上重要な生物が他に

も発見される可能性がきわめて高いと考

えられます。

【理由 2】 規模の大きな湿地環境

　神奈川県内の平野部は、 ほぼ全域で

都市化が進んでおり、 埋め立てやすい

湿地環境は壊
かいめつ

滅状態と言ってもよいで

しょう。 湧
ゆうすい

水が豊富な地域でも、 用水路

が整備され、 自然の湿地の代わりをして

いた水田は乾田化し、 水辺の生物は衰

退の一途を辿っています。 谷戸も例外

ではなく、 水田が放棄されることで遷
せ ん い

移

が進んで乾燥化してしまったり、 谷戸そ

のものを宅地として造成する事例が後を

絶ちません。 現在県下の湿地と言えば、

わずかに残る休耕田と、 都市近郊の保

全されたごく一部の谷戸に見られるだけ

となってしまいました。 このような状況下

で、 北川源流域の湿地環境は、 特筆に

値するほどの規模を維持しています。 実

際、 谷底に降り立つと、 冬でも水は豊

富で、 谷底全体が水を含んだ湿地であ

ることを実感できます。 水田が放棄され

てからかなりの時間が経っていると思わ

れますが、 現状ではまだ遷移がそれほ

ど進んでおらず、 良好な湿地環境が残

されていると言えるでしょう。 枝沢との合

流点付近では、 相当にぬかるみ、 歩く

のに苦労するほどです。

【理由 3】 生物進化の実験場

　今から 12万 5千年前、 この地域を含

む三浦半島南部は、 温暖期に起こった

下
しもすえよし

末吉海
かいしん

進によって水没していました。

その後、 土地の隆
り ゅ う き

起や寒冷化による

海
かいたい

退によって陸地化が進み、 特に 1万

8千年前の最終氷期の最寒期には、 海

面が現在の汀
ていせん

線から 120 m も下がった

ことがわかっています。 この時、 東京湾

は干上がってしまい、 関東平野の大きな

川は 1本に集まって古東京川となり、 太

平洋に注いでいたとされています。 その

後再び後
こ うひ ょ う き

氷期の最温暖期を迎え、 6,500

年前の縄
じょうもん

文海
かいしん

進の時には現在の土地

の海抜 4 m まで海に覆
おお

われました。 神

奈川県では、 こうした地質学的イベント

が詳しく研究されており、 かつての海岸

線を正確に復元することができます。 メ

ダカのような平地に住む生き物では、 こ

うしたイベントが分布の拡大縮小、 さら

には進化的に重要な単位となる集団の

遺伝的特性に大きく影響します。 今後、

遺伝子の分析に基づく分子系統地理学

的な研究が進めば、 その地域の生物相

がどのように形成され、 遺伝的な分化を

遂
と

げてきたのかを解明できるかもしれま

せん。 この地域はいわば生物進化の実

験場とも言えるのです。

北川源流域と小網代の森との違いは

　隣接する小網代の森を歩くとまず感じ

ることは、 谷の底部は薄暗く、 全体的に

勾
こうばい

配が強いことです。 森の規模は北川

源流域よりも広く、 土壌は湿潤である一

方、 下流部の平坦な場所は狭く、 しか

も遷移が進んで乾燥気味です。 谷の底

質は礫
れき

が主体で、 日光の不足から、 岸

には水中から葉や茎を空気中に伸ばす

抽
ちゅうすい

水植物はほとんど見られません。 水

生動物ではエビ類は豊富ですが、 メダ

カは生息していません。 これに対して北

川の源流域では、 森の規模は小網代ほ

どではなく、 土壌も乾燥気味ですが、 そ

の一方で谷の底部は平坦で広く、 かつ

湿潤で、 天空が開けて明るいことが特

徴と言えるでしょう。 底質は泥が中心で、

岸には抽水植物が繁
は ん も

茂しており、 現存

する谷戸の下流側を中心にメダカが生

息できる環境が整っています。 北川源

流域と小網代の森は、 それぞれ違った

環境の特性をもち、 保全上はまったく別

の地域として考える必要があるでしょう。

小網代の森は保全するのだから、 北川

源流域は埋め立ててもよいだろうという

意見もあるかも知れませんが、 その論理

は通用しないのです。

後世に禍根を残さないために

 神奈川県内では希
け う

有な存在となってし

まった湿地環境を初声町三戸地区の谷

戸で保全できるかどうかという問題は、 開

発を進める側の企業倫理がまず問われる

ことになるでしょう。 本当に必要な開発規

模なのか、 そしてその行為が神奈川県に

残された数少ない貴重な自然を永久に失

うことと比較して正当化されるのかどうか

を再検討する必要があります。 また、 こ

の問題は大げさでなく生物多様性条約の

締
ていやくこく

約国としての文化程度を問われることに

もなります。 自然環境の大切さを理解で

きるかどうかは、 大局的には人の価値観

に帰する問題であり、 その価値観の醸
じょうせい

成

には教育水準が大きく関与していることは

論を待ちません。 いま残されている環境

を自然の大切さやおもしろさを未来に伝

えるための教材として活用する道を、 研

究者の助言のもと、 企業、 自治体、 市

民が一体となって探ることはできないので

しょうか。後
こうせい

世に禍
か こ ん

根を残さないためにも、

北川源流域の保全に向けての行動を緊

急に起こす必要に迫られているのです。

図 4　いわゆる 「三浦メダカ」 の雄 , KPM-
NI 17925, 北川産 , 瀬能 宏撮影．

図 5　クロヨシノボリ ,  KPM-NI 18972,  北
川産 ,  瀬能 宏撮影．

図6　サラサヤンマ ,  厚木市 ,  2000年6月 ,  
苅部治紀撮影．
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「誰にもやさしい博物館」 への取り組み　～“ユニバーサル ・ ミュージアム” を目指して～

図 1　恐竜の足跡化石に触る , 目の不自由

な生徒たち．

図 3　「誘導 ・案内ボランティア」 の案内で ,
恐竜の骨格標本に触る目の不自由な生徒． 
生徒が首からさげている黄色のカバ−のも

のが 「音声ガイド」 1号機．  

図 4　展示物の解説と同様の内容を表して

貼付した手製の点字シ−ト．

はじめに

　最近の博物館では、 建物の設計や設

備だけでなく、 展示手法も一段と工夫さ

れているとともに博物館活動も多彩に展

開されて、より親しみやすくなっています。

加えて、 情報機器や伝達手段が著しく

進歩したことにより、 博物館へのアクセス

も容易になり、 利用しやすくなりました。

　当館も建設計画段階からバリアフリー

の考え方が導入されて、 エレベータや

エスカレータ、スロ−プ、障害者用トイレ、

授乳室や救護室等が設置され、 誘導

用ブロック （注 1） も敷
ふ せ つ

設されています。

また、 福祉車両駐車スペ−ス、 貸出用の

車椅子やベビ−カ−も用意されています。

入館料金も障害者と介助者、 高校生以

下と 65歳以上の方は無料です。 平成

19年 7月から 20年 3月までは、 毎月

第一日曜日が 「ファミリ−・コミュニケ−ショ

ンの日」 とされ、 18歳未満の子ども連

れの家族での観
かんらん

覧が無料となりました。

当館の友の会会員や箱根フリ−パス、 富

士箱根フリ−パス、 かながわトラストみど

り財団会員などにも割引制度が適用され

ています。

　平成 7年 3月の開館以来、 開かれた博

物館として様々な活動を行い、 「誰にもや

さしい博物館」 への方策に心がけてきまし

た。 その主な取り組みを次に紹介します。

「誰にもやさしい博物館」 への取り組み

　当館には、 触
さわ

ることのできる展示物が

ある （表紙写真） ことから目の不自由な

来館者にも好評です （図 1, 2）。
　当然のことですが、 障害のある人に

配
はいりょ

慮された博物館は、 すべての人が楽

しめる博物館につながります。 さらなる展

示の学習を補完するために、 開館 1周
年を記念して初代館長とアナウンサ−との

対話形式の 「音声ガイド」 1号機 （平

成 8年） を、 翌年にその続きを解説した

2号機を製作しました。 この「音声ガイド」

は開館後の計画のため、 目の不自由な

来館者が一人で利用するには難しく、「誘

導・案内ボランティア」 （平成 10年導入）

の支援を得ています （図 3）。 ボランティ

アの中には点字の作成を得意とする方も

おり、 傘
かさ

立てやコインロッカ−とその鍵、

触れる展示物のラベルや解説 （図 4）
の他、 レストランメニュ−の点字版の作成

などにも協力をいただいています。

　　　　　　　　　ちなみに、 来館者向けの

「展示解説ボランティア」 活

動は、 平成 15年度から開

始されています （図 5）。
　これらの取り組みを模

も さ く

索 ・

試行する過程で、 バリアフ

リー思考からユニバーサル

デザイン （注 2） の発想へ

と発展しました。

　一方で、 「全国の博物館

における視覚障害者の対応

に関するアンケ−ト調査」 （平

成 9 年） や 「全国の盲学

校の博物館利用に関するア

ンケ−ト調査」 （平成 10年） 等を実施し、

博物館の現況を把握しました。

　こうした調査 ・ 研究を活かして、 開館

三周年記念 「ユニバーサル ・ ミュージア

ムをめざして～視覚障害者と博物館」 と

題したシンポジウムを開催 （平成 10年
3月） し、 翌年に、 これをまとめた論集

を刊行しました。 題名の“ユニバーサル・

ミュージアム” の名称は、 ユニバーサル

デザインの概
がいねん

念を採
と

り入れ、 当館がこの

行事を計画する際につくった言葉です。

　最初からユニバーサルデザインで満た

すことや、 理想的な環境を整えることは

難しく、 当館では、 一つ一つのバリアを

改善、 クリアしながら、 バリアフリーの実

績を積み重ねていくことにしました。

図 5　子どもたちにも展示をわかりやすく

説明する 「展示解説ボランティア」．

奥
おく

野
の

 花
か

代
よ

子
こ

（学芸員）

図 2　恐竜の骨格標本を触る , 盲導犬を伴った目の不自由

な来館者．
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　平成 10年度から 12年度には文部科

学省の委
いし ょ く

嘱事業 「科学系博物館ネット

ワ−ク推進事業」 の中で、 赤外線による

音声歩行案内 ・ 解説装置の 「トーキン

グサイン ・ガイドシステム」 （図 6） をメ−

カ−と共同で開発しました。 天井や壁に

取り付けた 「発光部」 と、 利用する人

が手にする 「受信機」、 案内する人が

持つ 「解説機」 からなり、 日本で初め

て設置され、 エントランスホ−ルで試行さ

れています。 ユニバーサルデザインの

理念で考案されたこの装置は、 施設等

で赤外線を利用した音声案内を導入す

る際に、 参考にされることが多いです。

　ユニバーサルデザインには決まった例

がなく、 最も使いやすいものを創
つく

り、 多

くの人が活用することによって、 さらに良

いものが導き出されていくことでしょう。

“ユニバーサル ・ミュージアム” を目
め

指
ざ

して

　近年、 国のバリアフリー化に関する法

整備なども行われ、 交通機関や建物等

の環境整備が進められています。

　神奈川県においても 『神奈川県福祉

の街づくり条例』 （平成 8年 4月） が

施
せ こ う

行され、さらに 『情報バリアフリー』 （平

成 13年 12月）や『カラ−バリアフリー』（平

成 16年 3月） のガイドラインが示され、

当館でもこれに則
そく

した対策を考慮する必

要性がでてきました。

　そこで、あらためて、平成 16年度に “ユ

ニバーサル ・ ミュージアム” を目指して、

すべての来館者が楽しみ、 感動を共有

していくための快適な施設づくりに向け

た職員によるユニバーサルデザイン検討

ワーキンググループが組織されました。

ワーキンググループは 【障害のある人へ

の方策を第一に考え、 健
けんじょうしゃ

常者と等しく共

通に利用できるものを基本として誰にで

も適切なサ−ビスが行えるよう配慮する】

ことを方針に掲げました。 これにそって

課題を整理し、 緊急度が高く、 大がかり

な工事と莫
ばくだい

大な費用を要しない箇所から

取り組むことにしました。 その改善部分

を以下に紹介します。

① 展示室内の階段とエスカレータの始

めと終わりに 「警告ブロック」 を敷
ふ せ つ

設

しました。 これにより階段を踏みはず

す危険性を回避しました。

② 正面玄関に敷設されていた 「誘導用

ブロック」 の一部を撤
てっきょ

去しました。 こ

れは地下駐車場に向けて敷かれてい

たもので、 誤誘導を防ぐためです。 撤

去したことにより、 総合案内への導線

が判りやすくなりました。

③ 階段の手すりに点字表示を取り付け

ました。 点字表示は、 手すりを握った

時に指先が触れる部分が判
わか

りやすいと

考え、 規格品に加えて、 手製の点字

シールを指先の触れる部分に貼
て ん ぷ

付し

ました （図 7）。
④ 床から 150cm の位置にある鋭

えいかく

角の

展示構築物の先端部分に衝突による

怪
け が

我防止用のソフトカバーを取り付け

ました （図 8）。
⑤ エントランスホ−ルに設置されているガ

イダンス映像には、 開館当初から手話

表現が組み込まれていますが、さらに、

文字情報を追加しました。

⑥ ホ−ムページの利用案内に、 バリア

フリーサービスの項目を追加するととも

に、 キ−ボ−ドでも操作でき、 音声読

み上げソフトにも対応できるように配慮

しました。

おわりに

　さまざまな研修会を通して、 誘導用ブ

ロックの理解を含めて 「バリアフリ−化推

進」 に努めていますが、 終了後に 「誘

導用ブロックは目の不自由な人が使用す

るものと解
わか

っていたが、そのブロックに各々

の意味があることを知らなかった。 今後、

自分自身も子どもたちにも注意していきた

い」 という感想が寄せられています。

　そのきっかけとなる一例が図 9で、 誘

導用ブロックの上にリュックサックが置か

れています。 「誘導用ブロック」 は目の

不自由な人の大切な情報源です。 引率

者が理解していたら、 このような事は起

こらなかったでしょう。

　最後に、 “ユニバーサル・ミュージアム”

を目指した取り組みで大切なことは、 す

べての来館者に気持ちよく利用していた

だくための姿勢や工夫と思います。

　当館も含めて多くの博物館で、 今後、

そうした取り組みが、 一層はかられてい

くものと期待されます。

* 注 1. 「誘導用ブロック」 には、 「誘導ブロッ

ク」 と 「警告ブロック」 の二種類があります。

「誘導ブロック」 は、 “進め” の意味を示す

線状のものです。 「警告ブロック」 は、 一

般に点字ブロックと呼ばれている点状のも

のです。 “止まれ” の意味を示すほか、「何

らかの意味を持った場所」 を示すときにも

用います。 例えば、 案内板のある場所や

階段の始めと終わり、 横断歩道の入口、 エ

レベータの場所などです。

* 注 2. 「ユニバーサルデザイン」 とは、 でき

うる限り最大限、 多くの人に利用可能であ

るように製品、 建物、 身の回りの生活空間

などをデザインすることです。 つまり、 障害

のある人のためだけではなく、 高齢者、 妊

婦、 小さな子どもを含む、 すべての人に利

用しやすい環境を目指したデザインです。

図 6　「トーキングサイン ・ ガイドシステム」

の受信機の保管状態． 手前の左側 2機
は解説機．

図 7　階段の手すりに貼付された規格品の

点字シ−トに追加して , 指先の触れる部分

に貼付した手製の点字シ−ル．

図 8　鋭角の展示構築物の先端部分に取

り付けたソフトカバ−．

図 9　「誘導用ブロック」 の上に置かれた子ど

もたちのリュックサック （大阪府の公園にて）．
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　菌類担当の学芸員から 『南方熊楠菌類図譜』 という本を寄贈されました。 編集はワタ

リウム美術館。 どんな美術館なのか、 ホームページを見に行ってみました。 10月 6日
から 「クマグスの森展 南方熊楠の見た宇宙」 が開催されています。 この本はこの展覧

会を記念して出版されたようです。

　しかしホームページの画面に広がっている南方熊楠氏の写真はどこかで見たような…。

昨年、 国立科学博物館で 「第 4回日本の科学者技術者展シリーズ 森羅万象の探求

者南方熊楠」 という展覧会がありましたが、 そのパンフレットの表紙がこの写真でした。

バスタオルのようなものを身体に巻きつけ、 くわえタバコで腕を組み、 じっとこちらを見て

います。バックの風景は庭なのでしょうか、うっそうと繁ったジャングルのようにも見えます。

ワタリウム美術館のホームページの写真のほうがもう少し遠景まで写されていて、 遠くに

山々が広がっていました。 偉大な菌類学者ですが、 この写真はなかなかインパクトのあ

る 1枚です。 
　南方熊楠氏については、 『自由のたびびと南方熊楠』 という伝記が、 ライブラリーの

子どもの本コーナーにあります。 イギリスでは 『nature』 という学術雑誌に論文を掲載さ

れるなど、 外国で活躍されていたことは知っていましたが、 帰国して弟の援助を受けな

がら （実家は南方酒造） 研究を続け、 40歳で結婚した話はこの本で初めて知りました。

結婚が決まった熊楠氏は、 奥さんになる人を洋装で散歩に誘ったものの断られ、 今度

はゆかたで汚い猫を連れてきては、 「猫を洗ってくれ」 といって何匹も汚い猫を洗わせ

たというエピソードが紹介されています。 猫を洗ってもらっているときだけ一緒にいられる

のがうれしかったのでしょうか。 この本には、 「こどもの心をもちつづけた学問の巨人」、

という副題がついています。

　『南方熊楠菌類図譜』 では、 熊野の森で 40年間かけて描き続けた 120枚のきのこの

絵が、 萩原博光氏の解説で紹介されています。 どの絵も素晴らしいのですが、 扉やカ

バー裏の熊楠氏の写真、 たとえば採集旅行に出かけるときのゆかた姿にくわえタバコな

ども楽しいので、 ぜひ手にとって見ていただきたいです。

ライブラリー通信 自由のたびびと 篠
しのざきよ し こ

崎淑子　（司書）

催し物のご案内

●室内実習 「博物館ボランティア入門

講座」　［博物館］　

日時／2月7日 （木）～ 2月16日 （土）

のうち3～5日間

連続講座  10:00～ 15:00
 ※ 分野により実施日が異なります。

分野／維管束植物・菌類・魚類・昆虫・

哺乳類 ・ 古生物 ・ ライブラリー ・ 展示

解説 （申込時に、 希望分野を第 2希望

までご記入ください）

定員／展示解説 10人、 その他の分野

各 3～ 5人
申込締切／ 1月 22日 （火） 消印有効

●室内実習 「ダイバーのための魚類学

講座」 ［博物館］

日時／ 2月 17日 （日） ・ 24日 （日） の

2日間　　9:30～ 16:00
対象／中学生～大人 10人
申込締切／ 1月 29日 （火） 消印有効

●野外観察 「早春の地形地質観察会」

［横浜市戸塚区周辺の多摩丘陵］

日時／ 3月 2日 （日） 10:00～ 15:00
対象／小学 4 年生～大人、 保護者、

教員 40人
申込締切／ 2月 12日 （火） 消印有効

企画展
　　

日本最後の秘境 南
みなみ

硫
い お う と う

黄島
　　12月8日（土） ～ 2008年2月24日（日）

　小笠原諸島の南端に位置し、 原生

自然環境保全地域として立ち入りが禁

止されている南硫黄島の学術調査が、

2007年、 25年ぶりに実施されました。

　この企画展では、 調査の様子とさまざ

まな新発見のあった成果を紹介します。

企画展観覧料／無料

催し物への参加について

　上記の催し物の受講料は無料です。

ただし、 野外観察や実習作業を伴う講

座は傷害保険（1人 ・ 1日 50円）への

加入をお願いします。

　また、参加には事前の申込が必要で

す。応募多数の場合は抽選となります。

参加方法や各行事の詳細については、

下記の連絡先までお問い合わせいた

だくか、 ホームページをご覧ください。

問合せ先

神奈川県立生命の星 ・地球博物館

企画情報部企画普及課

所在地 〒 250-0031
 小田原市入生田 499
電　話 0465-21-1515　
ホームページ　http://nh.kanagawa-museum.

 jp/index.html

生命の星 ・地球博物館開館記念日事業
　　

ミューズ・フェスタ 2008
　　2008年 3月 15日 （土） ・ 16日 （日）

博物館の開館記念日を祝ってお祭りを行います。 子ども向けの体験

コーナーや野外観察会、 ミニコンサートなど、 大人も子どもも楽しめる

催しをたくさん用意しています。 お気軽にご参加ください。

開催中！

予告！
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平
ひ ら た

田大
だ い じ

二 （学芸員）南米パタゴニアの火山

なぜ、 パタゴニア？

　パタゴニアとは、 南アメリカ大陸南部、

アンデス山脈を挟
はさ

んだアルゼンチン共和

国とチリ共和国の両国にまたがる、 南緯

35度付近から最南端のマゼラン海
かいきょう

峡ま

でにいたる広大な地域の名前です。 パ

タゴニアと聞けば、 緑が少ない荒涼とし

た大地が広がっている姿を思い浮かべる

方も多いでしょう。 進化論を唱えたチャー

ルズ ・ダーウィンの著書 「ビーグル号航

海記」 に詳しく紹介されています。 しか

し、 このパタゴニア地方に、 たくさんの火

山があることをご存知の方は少ないでしょ

う。 私を含めた研究グループでは、 この

パタゴニアの火山の成因を調べるため

に、 2000年から断続的に現地野外調査

を行っています。 岩石資料を採集し、 そ

の化学組成分析や年代測定を行うことか

ら、 火山形成メカニズムの解明を目指し

ています。 そこで今回、 地球の反対側の

日本ではあまり知られていないパタゴニア

の火山について紹介することにしました。

パタゴニアって、 どんなところ？

　一口にパタゴニアといっても、 アンデス

山脈をはさんでチリ側とアルゼンチン側

では、 自然の姿がまったく異なります。

　パタゴニア地方の大部分を占めるアン

デス山脈の東側に広がるアルゼンチン側

は、 荒涼とした大平原が南北 2,800 km、

東西 550 km も続きます。 パタゴニア北

部に位置するメンドーサ州はアルゼンチ

ンワインの生産地として有名な地域です。

夏場 （1月～ 3月） の 30 ℃を越える乾

燥した気候がブドウの生産に適している

のでしょう。 （注 : 南半球なので、 日本と

は季節や方位感覚が異なります）。 南に

向かうに従い平均気温は下がっていきま

すが、 湿度はあまり変化しません。 次第

に、 低木が生えるのがやっとという厳しい

自然環境の大平原に移り変わっていきま

す。 チュパサングレと呼ばれるトゲをもつ

低木 （図 1） は、調査の際に要注意です。

その鋭いトゲのおかげで、 タイヤのパン

クに泣かされました。 また、 たくさんの動

物も生きています。 放牧されているヤギ

や牛などの家畜のほか、 グアナコと呼ば

れるラマの仲間やアルマジロ、 鳥ではコ

ンドルやワシ、 スペイン語でニャンドゥーと

呼ばれるレアの仲間などをよく見かけまし

た。 地質学的に知られたトピックスとして

は、 油田開発と世界最大の恐竜化石の

発見があります。

　一方、 アンデス山脈を含むチリ側は、

太平洋から押し寄せる雲のおかげで雨

が多く、 緑も豊かです。 また、 南部の氷

河地帯は氷河と氷河が作り出した奥深い

フィヨルドや急
きゅうしゅん

峻なカール地形となってい

て、 アウトドアライフを楽しむハイカーが、

チリやアルゼンチンだけでなく世界中か

ら訪れています。

火山ができる場所

　地球上で火山活動が活発な場所は、

太平洋や大西洋などの海底に続く中央

海
かいれい

嶺や、 アイスランドやハワイなどのホッ

トスポット、 日本列島のような海洋プレー

トが海
かいこう

溝からマントルへ沈み込むプレート

沈み込み帯です。 沈み込み帯の火山帯

として有名なのが、 インドネシアからフィ

リピン、 日本列島、 アリューシャン列島、

さらにはロッキー山脈からアンデス山脈ま

で太平洋をぐるりと取り巻いて続く環太平

洋火山帯です。 太平洋の海底をつくる

海洋プレートが、 その周辺の大陸プレー

トや海洋プレートの下に沈み込むことに

よって火山ができたものです。

　南アメリカ大陸南部の太平洋沖に続く

チリ海溝では、 太平洋の海底をつくるナ

スカプレートと南極海の海底をつくる南極

プレート、 そして中央海嶺のチリ海嶺が

南アメリカ大陸を作る大陸プレートの下に

向かって沈み込んでいます。 その沈み

込みにともなってできるマグマがアンデス

山脈の上に噴
ふんしゅつ

出して、 多数の火山をつ

くりアンデス火山帯をつくっています。 日

本列島の東日本火山帯や西日本火山帯

のように、 海溝と平行して連なる火山の

列を火
か ざ ん

山前
ぜんせん

線 （火山フロント）とよびます。

そして、 火山前線から海溝とは反対側に

広がる地域を背
は い こ

弧とよびます。 南米大陸

南部では、 アンデス火山帯が火山前線、

アルゼンチンのパタゴニア大平原が背弧

地域となります。 なお、 火山前線という

概念は、 日本の地球科学者である杉
すぎむら

村 
新
あらた

さんが提案されたもので、 世界の火山

学の共通概念となっています。

パタゴニアの火山

　南北 7,500 km にもおよぶアンデス山脈

の上に連なる火山前線であるアンデス火

山帯は、 北から北部火山帯、 中部火山

帯、 南部火山帯、 最南部火山帯に区分

されています。 このうち、 パタゴニア地方

の火山は、 南部火山帯と最南部火山帯

に属していて （図 2）、 ビジャリカ、 ロンキ

マイ、 オソルノ、 ハドソン、 ラウタロなどの

安山岩質からデイサイト質の岩石からなる

成層火山が並んでいます （図 3）。 それら

の火山の様子については、 平田 （2000）
や萬年 （2005a, b）、 元木ほか （2003a）
に紹介されています。 これらは、 現在で

も活動を続けている活火山です。ただし、

ハドソン火山周辺や、 ラウタロ火山から南

の最南部火山帯は氷河地帯で、 火山の

姿を見るのは容易ではありません。実は、

南部火山帯最南端のハドソン火山と最南

部火山帯北端部のラウタロ火山の間は、

図 2　南米パタゴニア地方の火山分布

（元木氏原図）． 

図 1　チュパサングレのトゲ． 
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南極プレートの中央海嶺が沈み込んで

いる地域で、 不思議なことに火山があり

ません。 中央海嶺が沈み込むという現象

は、 現在の地球上では極めて珍しいこと

です。 地下がどのような状況になってい

るのかを調べるために、 地震計を設置し

て地震波の観測も行っています。

　それに対して、 火山前線のアンデス火

山帯に対して背弧地域となるアルゼンチ

ン側のパタゴニア地方には、 標高 3,800 m
を越えるセロネバド火山やパユン火山など

の成層火山や、 無数の単成火山群が分

布し、 ソムンクラ台地のように南北 260 km、

東西 360 km にもおよぶ広大な玄武岩

台地も形成されています （図 4）。 基盤

をつくる地層の平らな面の上に、 まるで

テーブルクロスを掛けたように重なってい

ます。 ソムンクラ台地の様子は元木ほか

（2003b） で紹介しましたので、 参考にし

てください。 背弧地域での玄武岩質の火

山活動は、 東北日本弧や伊豆 ・小笠原

弧、アリューシャン弧、トンガ・ケルマディッ

ク弧などでも知られています。 しかし、 パ

タゴニア地方は、 プレートだけでなく中央

海嶺までもが沈み込む場に伴う背弧の火

成活動について、 陸域で連続的に観察

できる貴重な地域です。 火山前線の火

山の成因は、 プレートの沈み込みに伴

い形成されたマグマの活動によるもので

す。 背弧の火山活動のメカニズムについ

ては、 まだよくわかっていません。 沈み

込んだ中央海嶺が開いてマントル物質が

上昇してきたから、であるとか、偶然にホッ

トプルームが上昇してきた結果である、 と

かの見解もあります。 私たちのグループ

でも、 採集した岩石資料の分析結果と、

室内でのマグマ形成高温高圧実験や数

値シミュレーションモデルの結果をあわ

せて検討をしていて、 現時点ではプレー

トの沈み込みに伴うマントル遷移層の脱

水 ・ 溶融モデルが適当ではないかと考

えています。 詳しくは、折橋ほか （2005）
をご覧ください。

お楽しみはこれからです

　このパタゴニアの火山地質調査は、 折

橋裕二さん （東京大地震研究所）、 安

間 了さん （筑波大）、 岩森 光さん （東

京大）、元木昭寿さん （ブラジル  リオ・デ・

ジャネイロ州立大学） を中心にして、 私

や国内外の研究者、 大学 ・研究機関の

協力で進めています。 今後も、 このパタ

ゴニア火山の形成メカニズムの解明に向

けて調査研究を進めていく予定です。 ど

のような研究成果がでるか、 楽しみにし

ていてください。
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ルノ火山）．

図 4　背弧地域のアルゼンチン側パタゴニア平原に分布する火山 （左 : セロネバド火山 ,  中央 : 単成火山群 ,  右 : ソムンクラ玄武岩溶岩台地）．

自然科学のとびら

第 13巻 4号 （通巻 51号）

2007年 12月 15日発行

発行者 神奈川県立生命の星 ・地球博物館

 館長　斎藤靖二

〒 250-0031神奈川県小田原市入生田 499
Tel: 0465-21-1515  Fax: 0465-23-8846
http://nh.kanagawa-museum.jp/index.html

編　 集 石浜佐栄子

印刷所 文化堂印刷株式会社

Ⓒ 2007 by Kanagawa Prefectural Museum of 
Natural History.


	okuno.pdf
	seno.pdf
	okuno_2.pdf
	sinozaki.pdf
	daiji.pdf

